
国土交通本省において、「防災・減災対策等強化事業推進費」の令和 7 年度 

第 2 回配分が決定しました。【対象件数：32 件、配分額：50.1 億円（国費）】 

このうち、九州地方整備局管内では、8 件・12.47 億円（国費）の事業が対象と

なります。 

あ６   
 

令 和 7 年 9 月 30 日 

                             九 州 地 方 整 備 局 
 

防災・減災対策等強化に 12 億円配分 

～令和 7 年度 第 2 回 防災・減災対策等強化事業推進費について～ 

「防災・減災対策等強化事業推進費」は、大雨による浸水被害等が発生した地域において再度

の被災を防止するために緊急的に実施する対策、交通インフラ（陸上交通、海上交通、航空交

通）において重大事故等が発生した場合の対策（安全性の向上）、用地の確保など事業の実施

環境が新たに整った事前防災対策などに、年度途中に機動的に配分し、防災・減災対策等を強

化する予算です。 

 

１． 九州地方整備局管内における配分状況 

（１） 災害を受けた地域の再度災害防止対策 

①洪水・浸水対策（河川）        6 件、10.96 億円（国費） 

②崖崩れ・法面崩壊等対策（道路）  1 件、0.6 億円（国費） 

（２） 災害が起きる前に被害を防止する事前防災対策 

①崖崩れ・法面崩壊等対策（道路）  1 件、0.91 億円（国費） 

 

２．添付資料 

・配分箇所一覧表 

・配分箇所図 

・配分箇所の個票 

 

 

 

 

 

 

 
 

【問合せ先】 

 国土交通省九州地方整備局 

  河川（直轄）関係  河川部 河川管理課長  高島
たかしま

 恒善
つねよし

  092-476-3527（内線 3751） 

  河川（補助）関係  河川部 地域河川課長  目床
め と こ

 順司
じ ゅ ん じ

  092-476-3524（内線 3811） 

  道路（直轄）関係  道路部 道路管理課長  柴尾
し ば お

 照雄
あ き お

  092-476-3533（内線 4411） 

  道路（補助）関係  道路部 地域道路課長  福原
ふくはら

 茂
しげる

   092-476-3531（内線 4611） 



【災害対策事業】

事業費
国費

（配分額）

１．洪水・浸水対策

河川(直轄）

（3）
河川維持修繕
事業

川内川水系川内川 国土交通省 鹿児島県 伊佐市菱刈下手地先 231,000 231,000

（4）
河川維持修繕
事業

川内川水系羽月川 国土交通省 鹿児島県 伊佐市大口堂崎地先 109,000 109,000

（5）
河川維持修繕
事業

六角川水系六角川 国土交通省 佐賀県 杵島郡白石町東郷地先 350,000 350,000

（6）
河川維持修繕
事業

菊池川水系合志川 国土交通省 熊本県
山鹿市鹿本町分田地先
菊池市泗水町田島地先
菊池市泗水町豊水地先

326,000 326,000

（7）
河川維持修繕
事業

筑後川水系城原川 国土交通省 佐賀県 神埼市神埼町枝ヶ里地先 55,000 55,000

河川(補助）

防災・安全交
付金事業

川内川水系牛尾川 鹿児島県 鹿児島県 伊佐市大口牛尾地内

２．崖崩れ・法面崩壊等対策

道路(補助）

（25）
道路更新防災
等対策事業

一般県道
鰐塚山田野停車場線

宮崎県 宮崎県 宮崎市田野町字山口地先 120,000 60,000

【事前防災対策事業】

事業費
国費

（配分額）

１．崖崩れ・法面崩壊等対策

道路(直轄）

（31）
道路維持管理
事業

一般国道220号 国土交通省 宮崎県 日南市伊比井地先 91,000 91,000

※防災・減災対策等強化事業推進費の予算概要については、国土交通省（本省）のホームページをご覧ください。

https://www.mlit.go.jp/kokudoseisaku/kokudoseisaku_tk9_000021.html

令和７年度 第２回 防災・減災対策等強化事業推進費 配分箇所一覧表

［金額単位：千円］

種　別
事業

主体名
施行地

実施計画額

事業名

（九州地方整備局関係のみ抜粋）

種　別
事業

主体名
施行地

実施計画額

事業名

（11） 50,000 25,000
交付金計画名：鹿児島県全域における総合的な浸水対策と土砂災害対策の推進（防災・安
全）

［金額単位：千円］
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令和７年度 第２回 防災・減災対策等強化事業推進費 配分箇所図（河川事業）

筑後川水系城原川【直轄】

・事 業 費：５５百万円

・実施箇所：佐賀県神埼市神埼町枝ヶ里地先

ちくごがわすいけい じょうばるがわ

かんざきしかんざきまち えだがり

川内川水系羽月川【直轄】

・事 業 費：１０９百万円

・実施箇所：鹿児島県伊佐市大口堂崎地先

せんだいがわすいけい はつきがわ

六角川水系六角川【直轄】

・事 業 費：３５０百万円

・実施箇所：佐賀県杵島群白石町東郷地先

ろっかくがわすいけい ろっかくがわ

きしまぐん しろいしちょうひがしごう

川内川水系牛尾川【補助】

・事 業 費：５０百万円

・実施箇所：鹿児島県伊佐市大口牛尾地内

せんだいがわすいけい うしおがわ

いさし おおくちうしお

件数事業種別対策種別区分

5河川（直轄）
洪水・浸水対策災害対策

1河川（補助）

いさし おおくちどうざき

川内川水系川内川【直轄】

・事 業 費：２３１百万円

・実施箇所：鹿児島県伊佐市菱刈下手地先

せんだいがわすいけい せんだいがわ

いさし ひしかりしもで

菊池川水系合志川【直轄】

・事 業 費：３２６百万円

・実施箇所：熊本県山鹿市鹿本町分田地先外

きくちがわすいけい こうしがわ

やまがし かもとまち ぶんだ
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※令和７年4月1日時点
※未開通区間のＩＣ名は仮称

凡　　例

　高規格道路

開通済（４車線以上）

開通済（２車線）

事業中

一般国道 指定区間

令和７年度 第２回 防災・減災対策等強化事業推進費 配分箇所図（道路事業）

件数事業種別対策種別区分

1道路（補助）崖崩れ・法面崩壊等対策災害対策

1道路（直轄）崖崩れ・法面崩壊等対策
事前防災

対策

一般国道２２０号【直轄】
・事 業 費：９１百万円

・実施箇所：宮崎県日南市伊比井地先
にちなん いびい

一般県道 鰐塚山田野停車場線【補助】
・事 業 費：１２０百万円

・実施箇所：宮崎県宮崎市田野町字山口地先
たのちょう あざやまぐち

わにつかやま たの ていしゃじょう
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事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

令和７年５月21日からの豪雨により川内川水系川内川で堤防法面の崩落

が発生した。今後の降雨により、同様の被災が発生する恐れがあること

から、推進費を活用して緊急的に改良土盛土工等を実施し、地域住民の安

全・安心を確保する。

国土交通省

鹿児島県伊佐市菱刈下手地先

231,000

（３） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

河川維持修繕事業（川内川水系川内川）

イサ ヒシカリシモデ

231,000

令和７年５月の豪雨による被害を受けた箇所に対して、再度災害防止
対策として、改良土盛土工等を実施する。

センダイガワ

【位置図】

鈴之瀬雨量観測所

川内川
施行箇所

施行箇所

羽月川

江川橋

令和７年５月撮影

【写真①】
【写真②】

A

Ａ’

推進費施行区間 L=500m

法面崩壊

法面変状
L≒100m

法面変状
L≒60m

法面変状
L≒50m

法面変状 L≒200m

天端舗装工 A=2,400m2
測量設計 一式

改良土盛土工 V=5,100m3
張芝工 A=4,500m2

【断面図】

法面の崩壊及び変状が生じている範囲におい
て川表盛土部の改良を実施すると共に、天端
舗装工を実施することで被災要因を除去する。

ＨＷＬ

天端舗装工改良土盛土工
張芝工

法面崩壊箇所写真① 写真②

堤防陥没箇所

法面変状

【平面図】

鹿児島県 A-A’
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事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

令和７年５月21日からの豪雨により、川内川水系羽月川で堤防法面の崩

落が発生した。今後の降雨により、同様の被災が発生する恐れがあること

から、推進費を活用して緊急的に改良土盛土工等を実施し、地域住民の安

全・安心を確保する。

国土交通省

鹿児島県伊佐市大口堂崎地先

109,000

（４） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

河川維持修繕事業（川内川水系羽月川）

イサ オオクチドウザキ

109,000

令和７年５月の豪雨による被害を受けた箇所に対して、再度災害防止
対策として、改良土盛土工等を実施する。

センダイガワ ハツキガワ

【位置図】

鈴之瀬雨量観測所

川内川
施行箇所

施行箇所

羽月川

鹿児島県

写真①（法面崩落状況） 写真②（法面変状状況）

法尻部の滑り
（染み出しにより，法尻部に湿潤・滑りが発生）

【断面図】

【平面図】
改良土盛土工 V=2,530m3
張芝工 A=2,250m2

天端舗装工 A=750m2
測量設計 一式

A-A’

5



事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

令和７年６月９日からの豪雨により、六角川水系六角川で堤防にクラック

が発生した。今後の降雨により、河岸洗掘の確認された範囲を含む一連区

間で同様の被災が発生する恐れがあることから、推進費を活用して緊急的

に根固め工等を実施し、地域住民の安全・安心を確保する。

国土交通省

佐賀県杵島郡白石町東郷地先

350,000

（５） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

河川維持修繕事業（六角川水系六角川）

キシマ シロイシチョウヒガシゴウ

350,000

令和７年６月の豪雨による被害を受けた箇所に対して、再度災害防止
対策として、根固め工等を実施する。

ロッカクガワ

【位置図】 【断面図】

【平面図】

佐賀県

出典：国土地理院ウェブサイト（地理院地図を加工して作成） 写真④

写真②（洗掘状況）

写真① 写真③
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事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

令和７年６月８日からの豪雨により、菊池水系合志川で河岸侵食及び護

岸の損傷が発生した。今後の降雨により、河岸侵食範囲を含む一連区間で

同様の被災が発生する恐れがあることから、推進費を活用して緊急的に

護岸工等を実施し、地域住民の安全・安心を確保する。

国土交通省

熊本県山鹿市鹿本町分田地先（１工区）、菊池市泗水町田島地先（２工区）、菊池市泗水町豊水地先（３工区）

326,000

（６） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

河川維持修繕事業（菊池川水系合志川）

ヤマガ カモトマチブンダ キクチ シスイマチタシマ キクチ シスイマチトヨミズ

326,000

令和７年６月の豪雨による被害を受けた箇所に対して、再度災害防止
対策として、護岸工等を実施する。

キクチガワ コウシガワ

【位置図】

【平面図】

熊本県
断面図（１工区）

▽計画河床高
盛土

護岸ブロック工

堤防防護ライン

写真（１工区）

被災状況
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事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

令和７年６月２３日からの梅雨前線による大雨により、筑後川水系城原川

で護岸の損傷及び自然河岸の崩落が発生した。今後の降雨により、同様の

被災が発生する恐れがあることから、推進費を活用して緊急的に護岸工を

実施し、地域住民の安全・安心を確保する。

国土交通省

55,000

（７） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

河川維持修繕事業（筑後川水系城原川）

55,000

令和７年６月の豪雨による被害を受けた箇所に対して、再度災害防止
対策として、護岸工を実施する。

チクゴガワ ジョウバルガワ

佐賀県神埼市神埼町枝ヶ里地先
カンザキ カンザキマチ エダガリ

【位置図】

【平面図】

佐賀県

筑後川水系

施行箇所

伊福雨量観測所

【被災後写真】

令和７年６月25日撮影

【正面図】

【断面図】 A-A’ B-B’

低水護岸 自然河岸

「現況」

堤防

堤防
クラック

堤防防護ライン

河岸洗掘

沈下
護岸崩壊
L=15 m

低水護岸の基礎前面が河
床洗掘され、護岸の沈下
による護岸崩壊

護岸工L=15m

堤防防護ライン

矢板

低水護岸前面に矢板を
設置し、基礎部の侵食
を防ぐ。

「現況」

堤防
護岸工L=10m

堤防防護ライン

矢板

自然河岸をコンクリ
ートブロックにし、河
岸浸食を防ぐ。

堤防

堤防防護ライン

河岸侵食
L=10 m

護岸端部の自然河岸
が洗掘され河岸侵食 河岸洗掘

写真①

神
埼
市
庁
舎
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事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

令和７年５月21日からの豪雨により洪水が発生し、川内川水系牛尾川の

流域内で浸水被害が発生した。今後の降雨により、同様の浸水被害が発生

する恐れがあることから、推進費を活用して緊急的に掘削工等を実施し、

地域住民の安全・安心を確保する。

鹿児島県

50,000

（11） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

防災・安全交付金事業（川内川水系牛尾川）

25,000

令和７年５月の豪雨による浸水被害が発生した箇所に対して、再度災
害防止対策として、掘削工等を実施する。

センダイガワ ウシオガワ

鹿児島県伊佐市大口牛尾地内
イサ オオクチウシオ

【位置図】

【平面図】

【断面図】

写真① 写真②
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事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

令和７年４月25日、地下水の影響により山崩れが発生した。今後、変状の

進行により通行止めが発生するおそれがあることから、推進費を活用して

緊急的に軽量盛土工等を実施することにより、通行者の安全・安心を早期

に確保する。

宮崎県

宮崎県宮崎市田野町字山口地先

120,000

（25） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

道路更新防災等対策事業（一般県道鰐塚山田野停車場線）

ミヤザキ タノチョウ ヤマグチ

60,000

令和７年４月に山崩れが発生した箇所に対して、再度災害防止として、
軽量盛土工等を実施する。

ワニツカヤマ タノ テイシャジョウ

【平面図】

【断面図】 A-A断面

写真① 写真②

【位置図】

宮崎県

旧道端部 変状位置 道路境界

電柱

道路肩(ブロック積肩)

ブロック積天端とAｓ舗装の段差

推進費施行区間 Ｗ＝５．５ｍ
軽量盛土工 Ｌ＝４６．５ｍ
アンカー工 Ｎ＝２０本
暗渠排水工 Ｌ＝１９５ｍ
測量設計費 １式

Ｈ＝４．６ｍ
擁壁亀裂位置

変状位置

軽量盛土工

アンカー工

暗渠排水工

Co

Co

MK400A U400 U400 U400

コ
ル
ゲ
ー
ト
管
15
00

H
P
1
3
0
0

190

195

200

195

200

180

185

180

185

As

推進費施行区間 Ｌ＝４６．５ｍ

軽量盛土工 Ｌ＝４６．５ｍ
アンカー工 Ｎ＝２０本
暗渠排水工 Ｌ＝１９５ｍ
測量設計費 １式

写真②

写真①
Ａ

Ａ
‘

至 田野町 市街地至 鰐塚山山頂

舗装亀裂 L=21.1m

擁壁亀裂 L=46.5m

ブロック積擁壁亀裂
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事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

一般国道220号では、「社会資本整備重点計画（第五次計画）」に基づき、

重要交通網を保全する土砂災害対策を実施している。

令和７年５月、複数回発生している地震により、法面に一部不安定な状態

の転石が確認されたことから、推進費を活用して事前に落石対策工等を実

施することで、通行者の安全・安心を早期確保する。

国土交通省

宮崎県日南市伊比井地先

91,000

（31） 防災・減災対策等強化事業推進費（事前防災対策）

道路維持管理事業（一般国道220号）

ニチナン イビイ

91,000

落石対策工等を実施し、通行者の安全・安心を早期に確保する。

【平面図】

【断面図】 A-A断面【位置図】

宮崎県

A A’

転石2
(除去工)

(ロープ掛工)
転石1

落石防護ネット

道
路

面
か

ら
崖

頭
部

ま
で

下方斜面

崖
か

ら
落

石

1
0
9
m

90m
被災斜面

4
5
m

150m

5
4
m

1
0
m

落
石

か
ら

道
路

面

道路から崖下端まで

落石

60m

崖

防護柵

泥岩

0m

50m

砂岩

国道220号

100m

落石対策工
（転石除去工）

落石対策工
（ロープ掛工）
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